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分数乗除の指導法の特徴
～緑表紙教科書が現代までに及ぼした影響～
石田さや香＊
研 究 の 要 約
分数の乗除の指導について、歴史的変遷をた どり、教科書として画期的に刷新され
たと言われる緑表紙教科書 （1935～ 1943年） の説明方法に着目した。 緑表紙教科書
は、 その後の算数教科書の内容にも大きく影響を及ぼしたとされる。 本稿では、 特に
分数の乗除の指導方法について、緑表紙教科書の指導の考え方の特徴を整理し、現行
のものも含めて、 その後の算数教科書との関わりについて調べた。 その結果、①緑表
紙教科書では、（分数） ×（分数） の立式説明は、 今日 「単位量当たりの見方J と呼
ばれる方法に相 当すること、 ②それ以降では、「割合的な見方jによる説明がなされ
た時期があり、 再び「単位量当たりの見方」による説明となる時期を経て、両者が並
記される現行教科書へと続いているということがわかった。 （分数）÷ （分数） な ど
についても、 緑表紙教科書以降の説明方法がいろいろと変化してきたことがわかっ
た。
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1 はじめに
「緑表紙教科書Jとは、1935 年から 1943
年まで使用された固定教科書 『尋常小学算
術』の通称である。表紙が緑色であることか
らこのように呼ばれている。 緑表紙教科書
は、 様々な文献で、「画期的」な算数教科書
であったと言われている。
本研究では、分数乗除の場面について、緑
表紙教科書の特徴を整理し、 それ以降の教
科書への影響について明らかにすることを
目的とする。
そのために、 緑表紙教科書の指導の特徴
を整理し、 それ以後の教科書との関わりに
ついて教科書変遷をた どり、考 察していく。
文章題を読んで、答えを求めるまでの過程は、
立式と計算方法に分かれるが、本稿では、立
＊岡山大学教育学部4年生
式に注目して考え方の特徴を整理した。
2 緑表紙教科書が編纂された背景
固定算術教科書は、 緑表紙教科書の以前
に黒表紙教科書と呼ばれる教科書（『尋常小
学算術書』） が存在していた。 黒表紙教科書
は、 明治38 年（19 05 年）4月から、修正を
繰り返しながら昭和10 年 （1935 年） 3月
まで使用されていた固定教科書である。 緑
表紙教科書は、 黒表紙教科書の批判を受け
編纂された。 黒表紙教科書の批判は主に次
の通りである。
大正半ばの 1920 年前後から黒表紙につ
いて問題点が指摘されるようになった。 そ
れらは次のように集約される。 すなわち、 計
算と知識が中心で、論理的形式的であり、 算
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術の四則応用問題は生活と遊離している。
授業方法は教師中心によ る注入主義、 鍛錬
主義、 求答主義である。
このような批判を改善した緑表紙教科書
の特徴は次の通りである。
第一に、 児童用第一学年の算術書が固定
教科書では、 初めて発行されたこと、 第二
に、 第一学年上は絵図そのものが教育内容
であり、 それが色刷であったこと、 第三に、
児童の生活事象から採った絵図を観察しな
がら数理を導き授業を進めたことが挙げら
れる。
緑表紙教科書が、 黒表紙教科書の問題点
を改善して作られていることは明白である
が、教科書の記述を見る限り、 どのような授
業が展開されていたのかは想像するしかな
い。そのため、緑表紙教科書の編纂委員の一
人である高木（1980） から、 分数の乗除に
焦点を当て、 緑表紙教科書の意図を考察し
た。以下の記述は、すべて新興出版社啓林館
(20 07） に基づくものである。
3 緑表紙における分数乗除の指導
緑表紙教科書における、（整数）×（分数）
の問題文及び対応する式は以下のように書
かれている。
次ノ問題ヲ式ヲ立テテ解ケ。
一米一国二十銭ノ絹布ガアル。
（イ）三米ノ価ノ、幾ラカ。
（ロ）三米半ノ価ハ幾ラカ。
（ハ）三分ノー米ノ価ハ幾ラカ。
（ニ ）三分ノ二米ノ価ハ幾ラカ。
120×！. = 120÷3 
120×�＝ 120÷3×2 
〔尋常小学算術玉上 p.28〕
この後は、（整数） ×（分数） の練習問題
がある。 それに続いて、 （分数） × （分数）
についての記述が 以下のように書かれてい
る。
次ノ問題ヲ式ヲ立テテ解ケ。
rnノ重サガi 危ノ米ガアル。
（イ）3.llノ重サハ何庖カ。
（ロ）illノ重サハ何庖カ。
かゆノ重サハ何庖カ。
5 2 5X2 ー×ー＝一一－
6 3 6X3 
〔尋常小学算術玉上 p.29〕
しかし、これを一見しただけでは、 どのよ
うな考え方で立式しているのかが不明確で
ある。 そこで、 上記の高木（1980）には、
緑表紙教科書の真意について以下のように
述べられている。
分数をかけることを、 整数をかけること
と同じ意味にすることはできない。 しかし
全然切り離して考えるのもよくない。 そこ
で、 整数をかける場合に連続して分数の場
合を考えさせ、 分数をかけると考えること
が、形式の統一（形式不易の原理）の上から
都合がよく、 また、 かように考えることが、
数理上、筋がとおることを納得させる。（中
略）
（ニ）に対しては、（ハ）の場合から推して、
120÷3=40 
40×2=80 
または、
120÷3×2=80 
とするのが 自 然であろう。（中略）
問 これらの問題は、 何と何がわかって
いて、 何を求める問題か。
答 きれー米の価と、 きれの長さとがわ
かっていて、 きれ全体の価を求める問題で
ある。
(lmの価）×（きれの長さ）＝（全体の代金）
内4
聞 このようなときには、 どんな計算を
すれば答が得られたか。
この間に対して、 きれの長さが分数の場
合も含めて答えることは、 児童には不可能
であろう。そこで、きれの長さが整数の場合
に限って考えさせ、 なお念のために次のよ
うな場合を実際に計算させる。 （中略）
しかる後、 たとえ分数で表わされたとこ
ろで、きれの長さに違いなく、きれの長さと
その lmの価を知って、 きれ全体の価を求
める点においては、 長さが整数であると分
数であるとに拘らず、 共通した事柄である
ことを認めさせ、 かような場合には、 すベ
て、
(lmの価）×（きれの長さ）＝（全体の代金）
この式に当てはめて考えれば、 計算の考
え方が単純になり、 これを式で表わす場合
にも整数の場合と同じように、 かけ算で表
わすことによって形式が統一されることを
納得させる。
この際、
（ハ）を 印×i
（ニ）を 120×i
と表わせるのである。 この計算の仕方は、
分母で割るか、 または分母で割って分子を
かけるのであることは、 前に考えさせた通
りである。
かように、 分数の計算を整数の場合と結
びつけて理解させることは、 全体に通じた
方針であって、これによって、分数の場合に
も整数と同じような計算の理法が適用でき
ることを明らかならしめる。 これはきわめ
て重要なことであって、 ことに事実問題を
とり扱うようになると、 兎角分数に捉われ
てなやみ勝ちなものであるが、 このことが
明らかになっておれば、 分数を簡単な整数
に置き換えて思考を楽にすることができる
のである。
高木氏の 上 述の解 説 で は、 120×iを
120÷3として説明することから始 まる。 つ
づいて、 120×手丸山×jを 2倍にしたも
のとして扱うので、120×？ ＝山÷3×2と
なる。この時点で、 120 x iの答えが 80 であ
ることがわかっているという点に注意しよ
う。 この後で、 ことばの式を用いて、 分数を
かける場合でも、(lmの価）×（きれの長さ）
＝（全体の代金）で同じ形に書けることを説
明する。
立式では、 ことばの式を根拠にしている
ことは、 現行教科書の 「単位量当たりの見
方」に相当すると考えることができる。
4 現行教科書における分数乗除の指導
現行教科書の立式のための説明は、 二通
りある。「単位量当たりの見方Jと 「割合的
な見方」である。両者の特徴を整理する。両
者に共通して、 以下のような文章題が始ま
るとしよう。
ldLで�nfぬれるペンキがあり ます。 ①
2dL,3dl，のペンキでは ，それぞれ何nfぬれ
ますか。 ②iιのペンキでは何dぬれ ます
か。
まず、「単位量当たりの見方」では、 ①を
説明するために、
I�：；·＊ I×｜ア｜＝｜；れる面｜
ということばによる公式めいた関係式を
示す。 続いて②を説明するために、 [33]
固に：を代入して、
式： i×i
を導く。
qd 
次に、「割合的な見方」で、 上記文章題に
対して、①を説明するために、ペンキの量が
(ldl，から 3dl，と） 3倍になったので、 ぬ
れる面積も 3倍になるという見方で、
式： i×3
を導く。②の説明も同様で、 ペンキの量がi
倍になったので、 ぬれる面積もi倍になる、
という見方で、
式： i×i
を導く。
二つの見方の違いを整理すると、
(1) 説明のための図的表現
「単位量当たりの見方」では、 説明のため
に 「ことばの式」が必要不可欠である。（被
乗数と乗数のうち、 乗数が整数から有理数
へと拡張するための道 具となっている。）し
たがって、 図的表現は特に必要ではない。
「割合的な見方Jでは、乗数はO倍にあた
る数として、 整数から有理数へと拡張され
ているが、説明は、以下に示す対応数直線や
関係図のような視覚的表現が重要な手段と
なる。
計吾
�nf 
(2) 用いられる単位
口d
•nf 
’dL 
「単位量当たりの見方」では、 式と単位が
2 × ！. ＝土
s 3 15 
[nf/dL］×［dL] = [nf] 
のように対応する。
「割合的な見方」 では、 式と単位が、
2 × ！. - 4 
s 3 15 
［ぽ］×［単位なし］= [nf] 
となる。
以上より、二つの見方は、立式の根拠つま
り、何を見て立式するかが異なるのである。
後述するように、 現行教科 書では、（分数） • 
×（分数） の立式説明の方法として、「単位
量当たりの見方」と「 割合的な見方jの両者
が並記されている。
5 緑表紙教科書が現代の教科書に与えて
いる影響
緑表紙教科書の影響を調べるために、 黒
表紙教科書から現行教科書 までの教科 書の
記載を見ていく。
ここで、「割合的な見方J で説明している
例として、昭和47 年（ 1972） の教科書を挙
げる。
①lmの重さが 60gのはり金があります。
⑦2m ,3m の重さは、 それぞれ何9でしょ
フ。
©im，�mの重さは、 それぞれ何9でしょ
っ。
�ご下二二..Jim 一一一、
一一 － �Og －－一一一／
レ〆がく一一 Imーァ一一～�
＼一一�－60gーム一一／
トimのときも、 2mや3mのときと同じ
ように、 lm の重さのj倍伊と考えましょ
っ。
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60g:×�＝60日＝拘
60g:×�＝60g:÷3 =20g: 
黒表紙教科書から現行教科書までの分数
の乗除の指導が、「単位量当たりの見方」ま
たは「 割合的な見方」のどちらに分類される
かを表にまとめたものを以下に示す。 時代
の変遷をたどるため、 検定教科書になった
昭和33年（1958） 以降は、啓林館が出版し
ている教科書の記載をまとめた。
表1
（分数） x （整数） （分数） x （分数）
黒表紙
割合
(1905-1935) 
緑表紙
同数累加単位量(1935～1943) 
水色表紙
同数累加 割合
(1941～） 
第VI期
割合 割合
(1947-) 
昭和33年
同数累加 割合(1958) 
昭和43年
同数累加 割合
(1968) 
昭和52年
同数累加単位量(1977) 
「
平成元年
単位量 単位量(1989) 
平成10年
同数累力日単位量
(1998) 
平成20年
単位量割合 単位量 割合
(2008) 
表2
（分数）一（整数） （分数） ：（分数）
黒表紙
(1905～1935) 
緑表紙
単位量(1935～1943) 
水色表紙 包含除(1941～） 
第VI期
(1947～） 
昭和33年
等分除 包含除(1958) 
昭和43年
等分除 包含除(1968) 
昭和52年
等分除単位量(1977) 
平成元年
単位量 単位量(1989) 
平成10年
等分除単位量(1998) 
平成20年 単位量割合 単位量 割合(2008) 
表1及び表2において、「 水色表紙」とは、
昭和16 年 （1941） から使用された固定教
科書の通称である。「第VI期」 とは、昭和22
年 （1947） から使用された教科書である。
「昭和33年」 から 「平成20 年」までは、
それぞれ学習指導要領が改訂された年を表
しており、 そこに基づく教科書の記述内容
を調べた。表1 及び表2における「 単位量J
とは、「単位量当たりの見方」をさし、「 割合」
とは、「 割合的な見方」をさす。 また、 空欄
になっている所は、 教科書に記載されてい
戸hd
るこ とからでは、 読み取るこ とができなか
ったため空欄 にしている。表1 における「 同
数累加Jとは、同数累加を立式の根拠として
いるこ とを表している。表2における「等分
除」とは、問題が等分除に相当するものを表
し、「包含除J とは、 問題が包含除に相当す
るものを表す。
まず、（分数） × （整数jについて考 察し
ていく。緑表紙教科書では、同数累加を立式
の根拠 としており、 以後この影響を大きく
受けているこ とが分るが、 現行教科書では、
「単位量当たりの見方」と「割合的な見方」
の両者が並記されている。 同数累加を立式
にしている例 として、昭和田年（1978） の
教科書を挙げる （表1 、 表2では 「昭和田
年J に該当）。
① あかちゃんが、 ミルクを、 1 日に、 台
入りのほにゅうびんで 3 ばい分飲み
ました。
何S飲んだでしょ う。
i×3 
iが 3 こで、 ： 与
次に、（分数） × （分数） について考察し
ていく。 表1 より現行教科書以外 では、 「単
位量当たりの見方Jまたは「割合的な見方J
の どちらかに相当する説明がなされている
こ とが分る。 緑表紙教科書で、 「単位量当た
りの見方」 に相当する説明が初めてなされ
たが、 その後、 水色表紙教科書から昭和43
年 （1968） の教科書では意外にも、「割合的
な見方Jによる説明がされている。 昭和52
年 （1977） からは、 再び 「単位量当たりの
見方Jによる説明がなされ、現行教科書で両
者が並記されるようになった。
水色表紙教科書及び黒色表紙教科書での
（分数）×（分数）について、 大田 （1988)
は、 以下のように述べる。
水色表紙教科書では〈単位あたり量〉によ
る意味づけが後退し， 割合が復活する。『初
等科算数六』 （第5学年後期） では， 〈×分
数〉が次のように意味づけられる。
(1）カズ子は台所の手伝いをしてゐる。
砂糖を 60g計ったら，母に「その五分の三に
なさい。」 と注意された。
（イ）それは何瓦か。
（ロ）60÷5×3 を図に表してみよ。
つまり， 「60gの五分の三」 という 「割合
分数」である。 〈 分数×分数〉も， r�斤の砂
糖の四分の三Jで意味づけられる。水色表紙
教科書は， 全体 としては緑表紙教科書の内
容を引き継いでおり，分数に関しても〈 分数
×整数）（分数÷整数〉な どはほ とん ど同じ
記述である。 しかし 〈×分数〉に関しては，
むしろ黒表紙第三期および第三期改訂版を
継承している というべきであろう。歴史は、
それを分析するものに とっては都合よくは
展開しない。
表1 での 「黒表紙J（分数） × （分数） を
「割合」 とした分類では、 これを参考 とし
た。 しかし、 黒表紙教科書の当該箇所の（分
数）×（分数）の説明は計算方法の記述のみ
で、厳密には「割合分数Jの意味であるか ど
うかは不明であろう。
次 に、（分数）÷（整数） について考察し
ていく。 緑表紙教科書の記述を以下に示す。
④ 牛乳ーピンノ五分ノ四ダケハイルコ
ップニ，牛乳ヲツイデ， ソノ半分ダケ飲ミ
マシタ。 牛乳ーピンノドレダケヲ飲ンダ
デセウ。
〔尋常小学算術四下 p.60〕
この記述からは、 どのような説明がなさ
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れるのかを判断することができない。 検定
教科書になってからは、「等分除j に相 当す
る問題が主流になり、「単位量当たりの見方j
と「 割合的な見方Jが並記される現行教科書
になった。
最後に、（分数）÷（分数） について考 察
していく。 緑表紙教科書では、「単位量当た
りの見方J に相 当する説明がなされ、 以降
「包含除jに相 当する問題の時代を経て「単
位量当たりの見方」 が主流となっているこ
とがわかる。
6 まとめと今後の課題
表1 及び表2から、 分数の乗除の指導に
おいて時代ごとに説明の仕方が異なってい
ることがわかる。先に述べたように、緑表紙
教科書の特徴である、「 児童の生活事象をも
とに問題を数理的事象に持ち込む」 という
ことは、それ以降の教科書に影響を与え、 現
行の教科書まで受け継がれている。 緑表紙
教科書より前の教科書での記述を挙げる。
或数に分数を掛くとは， その数を分母に
て割り， これに分子を掛くることなり．
例 i×�＝ �÷5×4
＝よ×4 ＝�3X5 3X5 
これは、 黒表紙教科書の中でも第一期と
呼ばれる明治38年（19 05）から使われてい
た『高 等小学算術 書』 の、（分数）×（分数）
に相 当する記述である。 計算の方法のみが
記述されており、 これでは教師による教え
込みの授業にしかならないのではなし、かと
予測できる。 このような時代があったと考
えると、 現実問題から数理的な問題を見出
していくという指導方法が、 今日では「当た
り前Jとなっていることから、緑表紙教科書
は現代までに大きな影響を与えたと言うこ
とができる。しかし、分数の乗除の指導とい
う点に着目すると、 緑表紙教科書での説明
がそれ以降ずっと使われていたわけではな
いことがわかった。
本稿では、 教科書の変遷をた どることに
より、 時代ごとの分数乗除の指導が どのよ
うになされてきたかが明らかになった。 今
後の課題としては、 現行教科書に記載され
ている二つの考え方について授業をする立
場で、 どのように扱うことが、児童にとって
最善なのかということを考 察していきたい。
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